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はじめに
日本に居住する外国人の数は増加の一途を辿っている. 2006 年末における外国人登録者数は
208 万 4,919 人, 日本の総人口 1 億 2,777 万人に占める割合は 1.63％と, 共に過去最高記録を更
新している (法務省入国管理局, 2007). 日本に在住する外国人は, 文化や言語, 生活習慣の違




になってきた (豊田市国際交流協会, 2004, 2005, 2006). しかし, これは地域の非常に新しい
課題であり, 現時点では外国人の多様な文化的・社会的背景を踏まえて適切なソーシャルワーク
支援のできる人材, すなわち ｢多文化ソーシャルワーカー｣ はまだほとんど存在しない.








｢多文化ソーシャルワーカー｣ とは何かを言及する前に, そもそもなぜ ｢多文化ソーシャルワー






増加は, 中国, ブラジル, フィリピン, ペルーなどの南米やアジアからのニューカマーが増え続
けていることに起因している (法務省入国管理局, 2007).
これらのニューカマーは 20 代, 30 代に属するものが多く, 本来なら自国の経済の担い手とな
る年齢層であるが, 自国の経済状況から日本への出稼ぎを余儀なくされている. これらの年齢層
の人たちは家族形成期にもあたり, 日本で結婚, 出産, 子育てを経験する国際結婚家族や外国人












に帰るという意識の者が多い. 従って, 子どもの日本での教育を暫定的なものに捉える, 親の日
本語が不十分なため日本の教育システムがわからない, 学校とコミュニケーションできない, 工
場等での長時間労働に追われ子どもの教育支援のゆとりがないといった状況の中で日本語も母国








2. ｢異文化間ソーシャルワーク｣ と ｢多文化ソーシャルワーカー｣
日本の社会福祉は, 日本人に向けての制度・枠組みの中で, 日本人を援助の対象とすることが
一般的であった. ソーシャルワークの領域においても, 筆者の知る限り, 日本人以外の文化的背
景を持つクライエントに対するソーシャルワークの総称, 定義, 理論的体系は存在しなかった.
しかし, この分野のソーシャルワークを検討していく上で何らかの総称が必要である. そこで,
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ソーシャルワーク｣ は, 名称も定義もまだまだ発展途上のものである. 実践現場では, ｢多文化






それでは, ｢多文化ソーシャルワーカー｣ とは具体的にはどのような人材か. 愛知県では, ｢多
文化ソーシャルワーカー｣ をどう定義づけどう育成, 支援していくかをめぐって豊田市国際交流
協会が 2003 年, 2004 年, 2006 年と連続して自治体関係者, 外国人支援団体, ボランティアグルー
プ関係者を対象として地域の国際化セミナーを実施した (豊田市国際交流協会, 2004, 2005, 2006).
その成果として作成された ｢多文化ソーシャルワーカーの育成に向けての提言｣ 資料 1 を参照さ
れたい.
資料 1 『 多文化ソーシャルワーカーの育成に向けての提言』










④課題を抱える本人だけでなく, その人を取り巻く環境である家族, グループ, コミュニティ等に働きか






例えば, 1) ドメスティック・バイオレンス等の夫婦間の問題, 2) 子育てや児童虐待等の親子の問題,













る, ストレスを軽減させる, 励ますなどの支援を行う. しかし, 原則的には, その人の環境には働きかけ
ない.
5. 多文化ソーシャルワーカーと通訳者の違い





















＊(財) 豊田市国際交流協会 『地域の国際化豊田セミナー 2003 報告書 多文化ソーシャルワーカー―これ
からの多文化共生社会の担い手として』 2004 年
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｢多文化ソーシャルワーカー｣ とは, 簡単にいえば, 多様な文化的背景を持ったクライエント
の生活問題に対して, ソーシャルワークの専門性を持って問題解決に向けて継続的支援を行う支
援者といえよう. また, 大きく分けて 2 つのタイプの ｢多文化ソーシャルワーカー｣ が必要であ
る. 1 つは, 当事者の言語・文化に属し, 日本の文化や日本語にも精通する人材, たとえば, ブ
ラジル人で日本に長く住み, 日本語もポルトガル語も堪能で両方の文化がわかり, ブラジル人コ
ミュニティからも信頼されているワーカーなどがあげられる. もう 1 つのタイプは, 日本人であ
るが, 多様な文化的背景を持つ外国人の相談に対応できる人材, 必ずしも他の国の言語や文化に
精通していなくても, 外国人コミュニティや支援組織と連携し, 日本の価値観や基準のみにとら
われず, 柔軟で文化的に繊細な対応を行うことのできるワーカーである. この 2 つのタイプのワー
カーが養成され, 相互補完し合い, 連携することが求められる.
｢多文化ソーシャルワーカー｣ に対するニーズは, 総務省の ｢多文化共生の推進に関する研究
会報告書｣ (2006) において, 外国人に対して専門性の高い相談業務を行う人材として, ｢多文化
ソーシャルワーカー｣ 育成の必要性が指摘されていることからも明らかである.
3. アメリカにおける ｢多文化ソーシャルワーカー｣ の位置づけ
日本では, 居住者の大多数が日本民族, 日本国民であり, 主流文化は日本文化である. 日本の
｢異文化間ソーシャルワーク｣ の対象者は, 韓国, 朝鮮, 中国, フィリピン, ブラジル, ペルー
などオールドカマーもニューカマーも含めて主流文化以外に属するエスニック・マイノリティの






の対象にはならず, 施設サービスや慈善組織の支援からも排除されていた. 20 世紀初頭のセツ
ルメントの動きは, 多文化主義の概念を発展させることに寄与したが, その目的は数多くの貧し
い移民をアメリカ社会に同化させることであり, エスニック・マイノリティの文化の固有性を尊
重するのではなく, 彼らを主流文化に統合していくことが推進されていた (Lum, 1992).










名称がなく, エスニック・センシテイブ・ソーシャルワーク・プラクティス (Ethnic Sensitive
Social Work Practice), マイノリティ・ソーシャルワーク (Minority Social Work), クロス
カルチュラル・ソーシャルワーク (Cross-cultural Social Work), マルチカルチュラル・ソー
シャルワーク (Multicultural Social Work), マルチエスニック・プラクティス (Multiethnic






アメリカの ｢異文化間ソーシャルワーク｣ の文献には, クライエント側とサービス提供者側と
いう双方の言語と文化に精通したワーカーの必要性と援助の効果が指摘されている (Ho, 1987;
Lee, 1985; National Committee Concerned with Asian Wives of US Servicemen, 1981; Wong,
1981). ラム (1992) は, 英語をしゃべらないマイノリティのクライエントのためにバイリンガ
ル・バイカルチュラルワーカーが雇用されるべきであると指摘し, アロヨとロペス (1984) は,
人はストレスに遭遇したとき, その不安や恐れや懸念を存分に表現するため第一言語に立ち戻る
傾向があるとし, マイノリティのクライエントに対するバイリンガルなアプローチの重要性を説




カー｣, 特に当事者性を持つ外国人 ｢多文化ソーシャルワーカー｣ とほぼ同じと考えられる.




それでは, 当事者性を持つ ｢多文化ソーシャルワーカー｣ はどのように雇用され, 発展し, ま
たサービスプログラムの中でどのような役割を担っているのか, 次にシアトルのエスニック・マ
イノリティ支援団体の事例を通して考察する.
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4. アジアン・カウンセリング・アンド・リファーラル・サービスの成立と発展
アメリカにおける ｢異文化間ソーシャルワーク｣ といっても, 全米いたる所で ｢異文化間ソー
シャルワーク｣ が発展し, ｢多文化ソーシャルワーカー｣ が活躍しているわけではない. このよ
うなソーシャルワーク実践が活発に行われるのは, エスニック・マイノリティが多く居住する地
域, カリフォルニア, ワシントン, ハワイ, ニューヨーク州などが中心である.
ワシントン州にあるシアトルは, アメリカの中でもかなり多民族化が進んでいる都市である.
人口構成は白人が 70.1％, 中国系, フィリピン系, ベトナム系, 日系, 韓国系などのアジア系
13.1％, アフリカ系 8.4％, ヒスパニック系 5.3％, 先住民族系 1.6％, 環太平洋系 0.5％となって
おり (U.S. Census Bureau, 2000), ワシントン州の中でもアジア系の比率が高いのが特色であ
る.
このシアトルにあるアジアン・カウンセリング・アンド・リファーラル・サービス (Asian
Counseling & Referral Service, 以下 ACRS とする) は, アジア系および環太平洋系クライエ
ントを対象とする, おそらく全米で最も大きな多言語・多文化サービスを提供する社会福祉機関
である. 1973 年に草の根レベルのボランティアグループから出発したが, 2004 年現在, 150 人
の職員, 350 人のボランティアを抱え, およそ 18,000 人のクライエントに 30 カ国語でサービス
を提供するまでに成長した. 多言語・多文化サービスを提供する支援機関のモデルとして国家レ
ベルでも認知されている.
ACRS の使命は, 革新的な地域に根ざした多言語・多文化サービスを提供し, 擁護すること
により, アジア系および環太平洋系の個人, 家族, コミュニティの社会的, 情緒的, 経済的安寧
とエンパワーメントを促進することにある. また, ACRS は, クライエントが彼らの文化的ア
イデンティティを維持しながら, 西洋社会で最大限自給自立できるよう支援を行う. 120 名を超
える職員が 2 言語に通じ, クライエントと言語, 文化を共有するソーシャルワーカーが支援を行






























































1) キング郡はワシントン州にある 39 郡のうちの 1 つ. シアトルはこのキング郡に属している.
2) E㎎lishi as Second Language の略. この場合は, 移民の市民権取得の手続きを容易にするための英
語講座.
ACRS では, 高齢者から子どもまであらゆる年齢層のクライエントに対するプログラムが整




職業訓練, 帰化支援, 緊急食糧援助などが存在する. また, 固有の問題に取り組む独立したプロ
グラムとして, ドメスティック・バイオレンスや薬物依存に関するものも準備されている.
このような大規模な総合型の支援機関に成長した ACRS であるが, 1973 年の発足当時は小規
模なボランティアグループに過ぎなかった. 1970 年代初期のシアトル地域では, エスニック・
マイノリティの間に 2 つの問題が生じていた. 1 つは, 韓国系, 日系, 中国系, フィリピン系と
いったアジア系家族が, 白人を対象としたサービス機関を活用したくない, 家族の問題を人に話
すことを恥じるなどの理由から, 深刻な悩みを抱えていてもどこにも相談できない状況になって
いたことである. もう 1 つは, シアトルの 2 つの精神病院に多くのアジア系移民が, 言葉が通じ
ないために病状が不明なまま収容されていたことである.
この状況を見かねたワシントン州立大学社会福祉学部の日系人石坂教授と彼の学生が, 教会の
一角を借りて情報提供サービスと家族相談を開始したのが, ACRS の発端である. 当初はまっ
たくのボランティア活動で, 主に日系と中国系のクライエントを対象にサービスを行っていた.
状況が変化したのは 1975 年, サイゴン陥落後, 多くのインドシナ難民が到来してからである.
インドシナ難民支援のため政府が助成金を支給するようなり, ベトナム人の有給職員が 1 名雇わ
れることになった. この職員はベトナムで弁護士をしており, エスニック・コミュニティのリー
ダーであった. 以後, 助成金が徐々に増え, ラオス人, カンボジア人が職員として雇用されるよ
うになったが, 彼らはいずれも自国で市長をしていたなど, コミュニティのリーダー的存在であっ
た. しかし, コミュニティからの信頼は厚くてもソーシャルワークの知識も経験もまったくない














現在の ACRS では, ｢多文化ソーシャルワーカー｣ はどのような役割を担っているのだろうか.




プログラムは, 大きく分けてカウンセリングと早期介入・予防サービスの 2 つから成り立って
おり, 子ども, 青少年, 家族に対して学校, 家庭, コミュニティにおける問題に対処するための
サポートと連携機能を提供している.
主だったクライエント層は, 中国系 (中国, 香港, 台湾), ベトナム系, カンボジア系である.
親は 1980 年代後半にアメリカに移住, 子どもたちはアメリカで生まれ育ったという家族状況の
者が多い. インドシナ難民の中には, 戦争の PTSD を抱えながら子育てをしている者もいる.
大半の家族が貧困層に属している.
【職員体制】
2 人の臨床スーパーバイザーと 9 人の青少年カウンセラーが雇用されている. このうち, 2 人
の青少年カウンセラーを除いた 9 人がバイリンガル・バイカルチュラルワーカーである. これら
のワーカーが英語以外に活用できる言語として, カンボジア語, ベトナム語, 広東語, タガログ
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【援助方法】
カウンセリングプログラムにおいて, 一番大きな問題は, 子どもの不登校, 特に高校生のケー
スが多い. 年少の子どもたちの場合は学校へ行くが落ち着きがないなどの問題行動のケースが目
















そこで ｢多文化ソーシャルワーカー｣ は親に対しては, アメリカの文化やアメリカの教育シス










抑うつ, 不安神経症, アメリカ生活への適応困難など精神的, 情緒的悩みにより生活や行動が
滞っている個人および家族を支援するプログラムで, 主にケースマネジメントとカウンセリング
サービスを提供する. クライエント層としては中国系 (中国, 香港, 台湾) が最も多いが, フィ
｢多文化ソーシャルワーカー｣ の育成
11










































社会福祉修士を持つ 2 人のバイリンガル・バイカルチュラルワーカーが勤務している. 1 人は
ベトナム人で, 先に述べた ACRS が発足当時, 雇用された最初の有給職員で, 勤続 30 年を超え
るベテランワーカーである. もう 1 人は日本人が雇用されている.
【援助方法】
教育は, 大きく分けて, 現場の援助専門職者に対するものと大学院等の学生に対するものの 2
つがある. 現場の専門職者に対する研修の内容は, 機関の要請によってさまざまだが, 例えば
｢死生観の違い｣, ｢アジア系クライエントとの関係の築き方｣, ｢アジアのスピリチュアリテイ｣,
｢PTSD について｣, ｢通訳の使い方｣ などがあげられる. 対象となる専門職者はソーシャルワー
カー, ケースマネージャー, カウンセラー等で, 時間数も 2－3 時間から継続的なものまで要請
機関によって多様である.
大学院に関しては主にワシントン州立大学からの要請があり, ソーシャルワーク, 看護, 心理,
医学部の学生等を対象として行うことが多い. 1 回の単発的講義を行うこともあれば, 一学期
の講義を受け持つこともある. 受講者の多くが白人の学生であり, 彼らにアジアの文化について
の基本知識を提供したり, アジア系クライエントへの適切な関わり方やアセスメントの仕方を教






シントン州およびキング郡の法律で定まっているため, ACRS では月 30－50 ケースのコンサル
テーションがある.
【｢多文化ソーシャルワーカー｣ の役割】






して, ワーカー自身が自分の偏見に気づくように仕向けたりする. また, アジアの文化に馴染み
がないため, ワーカーが拒否反応を起こしていることもあるので, アジアの文化, 習慣, 家族観
など基礎知識を提供することで先入観を取り除くようにアプローチする. このように ｢多文化ソー




アメリカと日本では社会状況が, 当然ながら異なっている. アメリカは, 移民によって建国され,
移民を積極的に受け入れ続けてきた国であり, 日本とは比較にならないほど多種多様な人種が共
存して暮らす多民族・多文化社会である. 特に近年のアジア系とヒスパニック系人口の増加は目
ざましく, 21 世紀前半でその人口は 3 倍になると予想され, 2050 年には白人はアメリカの全人
口のほぼ半分にしか過ぎなくなると推定される (U.S. Census Bureau, 2000).
一方, 日本は外国人が増加してきたといっても外国人登録者は日本の全人口の 1.63％にしか
すぎず, 日本人および日本国籍者が大多数を占める国である. 南米からの日系人移住労働者は長
期滞在者というよりは, 実質的には日本への移民になっており, 今後も増加が予想されるが, 日
本政府は移民を受け入れる政策を取っていない. アメリカのように受け入れた移民の自立を促す
ためのサービスやプログラムも整っていない.
アメリカの当事者性を持つ ｢多文化ソーシャルワーカー｣ の層の厚さと数の多さは, その対象
となるエスニック・マイノリティ人口の数の多さと共に, このような社会構造上の違いも関連し
ていると考えられる.
このような違いを踏まえた上で, アメリカの取り組みからの応用課題として, 大きく分けて 2
点を提起したい.
1 つは, 現在, 外国人の相談に関わる現場の支援者への現任訓練である. 日本の ｢多文化ソー
シャルワーカー｣ に日本人と外国人当事者と 2 つのタイプのワーカーが必要であると先に述べた
が, この双方のワーカーを養成するため, 現在外国人相談に関わっているが, 正式なソーシャル
ワーク教育を受けたことのない日本人, 外国人支援者に基本的なソーシャルワークの知識, 技術,
価値等を提供する現任訓練が求められる.
ACRS では当初, ソーシャルワークの経験や知識はないが, 信頼の厚いコミュニティリーダー
が雇用され, 現任訓練としてソーシャルワークの基本等の知識や技術を学びながら業務に当たっ
ていた. 外国人が増加を続け, 彼らの問題にソーシャルワークの専門性を持って支援する人材が
必要となってきた日本の現状は, ACRS の黎明期と重なる部分がある. 日本でもバイリンガル・
バイカルチュラルなコミュニティリーダーを発掘し, 雇用し, ソーシャルワークの基本となる現
任訓練を受けてもらうシステム作りが必要になってきている.
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2 つめは, 主流文化に属する専門職者に対する意識啓発と教育である. 日本の場合, 主流文化
に属する専門職者とは, 日本人の保健・医療・福祉専門職者等である. ACRS がいくら大型の
多文化・多言語サービス機関であっても, ACRS だけでアジア系クライエントのニーズを満た
すことはできないし, そのことが ACRS の目的ではない. アジア系のクライエントが白人の主
流文化の支援機関にいっても適切なサービスを受けられる環境形成をすること, そのために積極
的に教育やコンサルテーションを行うことも ACRS の役目である.
日本でも ｢多文化ソーシャルワーカー｣ を育成するだけでは, または ｢多文化ソーシャルワー
カー｣ のいる外国人支援団体や窓口を作るだけでは, 包括的な外国人支援を行うことはできない.
保健・医療・福祉専門職者の中には, いまだ援助の対象者は日本国籍の日本人という意識の者も
多い. 意識啓発のためにも, これらの専門職者に対して, 在日外国人の現状, 外国人の多様な文
化的背景を理解するための知識の提供, 自らの偏見に気づくための異文化トレーニングなどの研
修が必要である.
また, 今後, 現場に出て行く学生たちに対しても支援を行う上で, 多文化の視点が必要である
ことを盛り込んだ講義の提供等が望まれる.









することになり, また言語, 文化, 習慣のことなる国に住むことによりその問題はさらに複雑化・
多様化することになる. このような外国人の生活を支援していく上で ｢多文化ソーシャルワーカー｣
の存在は益々, 必要になっていくだろう.
愛知県では, 2007 年に都道府県レベルでは初めての試みとして, ｢多文化ソーシャルワーカー
養成講座｣ を立ち上げ, 外国人相談に携わる日本人および外国人当事者を対象にソーシャルワー








本稿の執筆にあたり, ワシントン州立大学社会福祉学部のアンソニー・石坂教授, ACRS 子
ども・青少年・家族プログラムの Jyunko Yamzaki, Souchinda Viladet Khampradith の両氏,
成人向け精神保健プログラムの Connie Cheng 氏, 教育とコンサルテーションプログラムの
Quynh Nguyen, Chikako Nagai の両氏から, インタビューと資料提供を通じて数多くの貴重
な情報をいただきました. この場を借りて厚くお礼を申し上げます.
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